
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

発行２０２０年９月３日 N O１６ 

 地本は、これまで、新型コロナウイルスの感染防止に向けた対策について労使で議論してきました。しかし、感

染拡大は未だ収束の目途が立たず、現在は第２波とも言える状況が続いています。このような状況下において、消

毒作業における感染防止対策、勤務の取り扱いやその周知をめぐり職場では混乱が発生しています。私たちは、こ

れまでの取り組みや対策を検証し、納得出来るとともに安心して働ける環境を整備することが重要と考え、以下の

通りの項目で会社に申し入れていきます。 

１． 新型コロナウイルス感染拡大に伴う勤務の取扱いについて基本的な考え方を明らかにすること 

① 本人が発熱を申告した場合 

② 濃厚接触者と指定されＰＣＲ検査を受けることとなった場合 

③ ＰＣＲ検査を受けた社員または要請が判明した社員と食事、併乗など個別の接触があった場合 

 

２． 汚染車両または汚染疑いのある車両の消毒についての基本的な考え方を明らかにすること 

 

３． 以下の汚染車両の消毒について事実経過を明らかにすること 

① ８月４日籠原駅構内及び高崎支所構内におけるグリーン車の消毒について 

② ８月１４日９０９３Ｍにおける社内消毒について 

③ ８月１９日籠原運輸区管理者による運転台の消毒について 

 

４． 汚染または汚染疑いのある車両が特定された時点で関係乗務員とグループ会社に情報提供を行うこ

と 

 

５． 汚染または汚染疑いのある車両消毒は、必要な備品の整備、マニュアルの整備、教育が行われるまで

社員には行わせないこと 

 

 

６． 一部駅で実施されている折り返し列車の車内消毒作業については、感染を低減させるため必要最低限

の人数で行い、時間外労働で行わないこと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


